
2016年度

図書館で発行している『としょかん通信』でご案内した

「あたらしい子どもの本」のリストです。

絵本、読みもの、テーマ本の三つの柱にわかれた

ブックガイドとなっています。

紹介した本は、図書館で貸出ご利用いただけます。

このリストが、子どもたち、そして大人のみなさんにとっても

素敵な本との出会いのきっかけになりますように。

久留米市立中央図書館



えほん(日本)

『どんな いちにち』
くすのきしげのり／作
たしろちさと／絵
廣済堂あかつき

「おはよう」きょうはどんなひ
になるのかな？いちにちのは
じまりにわくわくしながら、こ
れからおこるたのしいことに、
期待に胸をふくらませて、よう
ちえんへと向かう男の子。元
気いっぱいにあいさつしなが
らにっこりとする男の子に、
きょうはどんなことがまってい
るのだろうと、こっちまでわく
わくしてしまいます。

『ちいさなりすのエメラルド』
そのだえり／作
文渓堂

ちいさなりすのエメラルドは、い
つもねる前にうさぎのガーネット
に本を読んでもらいます。でも、
今日はガーネットが急な仕事で
いません。自分でよもうと本を開
くけれど、本は文字ばかりでよめ
ないので、誰かによんでもらおう
と外へ出かけていきます。
夜おそい時間だけど、誰かおき
てるのかな？ エメラルドは誰に
本をよんでもらうのでしょうか？

『いちばん しあわせな おくりもの』
宮野聡子／作・絵
教育画劇

森のはずれにあるふたつの
家に、こりすとくまくんは住ん
でいます。こりすは、大好きな
くまくんにおくりものをしたいけ
れど、くまくんは、なにもほし
がりません。くまくんにしあわ
せなきもちになってもらいたい
こりすは、くまくんに、どうすれ
ばうれしくなるの？なにをした
らしあわせなの？とたずねま
す。ふたりは、いちばんしあわ
せなおくりものを、見つけるこ
とができるのでしょうか。

『みつけてくれる？』

松田 奈那子／作

あかね書房
もうすぐ赤ちゃんが来てお姉

さんになるはなちゃん。でもは

なちゃんはまだ心の準備がで

きず、猫のクロとお外にかくれ

ます。ところがお外に行くと、花

や虫や動物たちがはなちゃん

を元気づけてくれて、はなちゃ

んの不安が喜びへと変わって

いくのです。あざやかな色彩と

優しいタッチで
はなちゃんの成長を描いた絵
本です。

『たまこおばあちゃん たびにでる』
ませぎりえこ／作
偕成社

テレビでみたオペラにすっかりむ
ちゅうになってしまったたまこおば
あちゃん。「よし、きめた。わたしは、
オペラのほんばへいくよ！」がいこ
くごをべんきょうし、ひこうきをとり、
ふくもよういして、さあ、しゅっぱ
つ！ところが、ついたさきでだいじ
なチケットがぬすまれてしまい…。
はたして、ぶじにオペラをみること
はできるのでしょうか？たまこおば
あちゃんの、すてきなたびのおは
なしです。

『ぼくのにいちゃんすごいやろ！』
くすのき しげのり／作
福田 岩緒／絵
えほんの杜 「ヘーイ ベイベ～！」が口ぐせ

のぼくのにいちゃん。友だちのダ
イスケとマナブに言わせると「へ
なちょこ」で「ずっこけ」だって。ぼ
くは弟としてはずかしい。でも大
事な釣りざおを６年生にとられそ
うになったとき、ぼくらを守るため
に、にいちゃんは用水路のなか
で立ちあがった！兄弟の優しい
思いが伝わってきます。



『ごっこやさん』
ほそいさつき／作
くもん出版 もなちゃんと犬のしばたくんは、

ごっこやさんをはじめました。

ごっこやさんは、いろんなごっこ

あそびができるお店です。りす

のしまこさんはおだんごやさん

ごっこ、ざりがにのアメリちゃん

はおはなやさんごっこをおねが

いしました。どろでおだんごを

作ったり、はらっぱでお花を集

めたり、ごっこやさんはおおい

そがし。つぎは、どんなお客さ

んがくるかな？

『とうだい』
斉藤 倫 /作
小池 アミイゴ/絵
福音館書店

みさきに1本のとうだいが新しく
たちました。とうだいはまいにち
海をながめます。暗い夜の海、
魚が白く光る海、明け方、淡い
桃色にそまる海。はるばる飛ん
できた渡り鳥とも友だちになり、
遠いくにのけしきを教えてもら
います。とうだいがながめる海
の繊細な表情や、とうだいが想
像する遠いくにの風景が画面
いっぱいに広がっていく絵本。
ゆっくりとページをめくりたくな
る1冊です。

『くうちゃんのホットケーキ』
わたなべゆうこ／文・絵

ポプラ社

くうちゃんはママと一緒にだい
すきなホットケーキをつくります。
じぶん一人でつくりたかったくう
ちゃんですが、失敗したのを見
かねたママが手伝ってしまい、
くうちゃんはおこってしまいます。
すると、しゃべるホットケーキが
くうちゃんの前にあらわれ…。
おいしいホットケーキの、ちょっ
ぴりおかしくてたのしいおはな
しの絵本です。

『ゆきのしたのおともだち』
ばんたくま／作
くもん出版

「あーあ。ふゆなんてつま
らないや。」ゆきのしたにす
むウサギが、たいくつして
いると、とつぜんウサギの
いえにモグラがひょっこりあ
らわれました。ウサギが、
あなをほってみんなとあえ
るモグラくんはいいなぁとい
うと、「それならいっしょにあ
なをほればいいのさ。」とモ
グラくん。ゆきのしたですご
すどうぶつたちの、たのし
いふゆのはじまりです。

『だれのおとしもの？』
種村有希子／作・絵
PHP研究所

雪がふった日の朝、まほちゃん
は「ゆり」と名前のついたてぶく
ろをひろいました。落とし物を届
けるためにあしあとをたどってい
くと、マフラーにセーター、ネック
レスに風船、くだものも落ちてい
ます。まほちゃんは、無事にゆり
ちゃんに落し物を届けられるで
しょうか？冬にぴったりのおはな
しです。

『は・は・は』

せな けいこ/作・絵
廣済堂あかつき 「は」「ぱ」「ば」の文字で始まる

言葉がたくさん出てくる言葉遊
びの絵本です。『ねないこだれ
だ』の著者、せなけいこさんの
37年前の作品が今回初めて単
行本になりました。はなちゃんと
いう女の子が、ぱんや、はむ
えっぐに、はちみつをかけて、
はちみつたべすぎ、むしばに
なって、はいしゃにいこうと、ば
すをまっていると・・・。思いがけ
ないラストも楽しい1冊です。



えほん(海外)

『わたしのいえ』
カーソン・エリス／作
木坂涼／訳
偕成社

世界中のあらゆる家が、次々と
出てくる絵本です。田舎の一軒
家や、街中のデパート、船のお
家や豪華な宮殿。家といっても
人間の家だけではありません。
蜂の家や森の動物の家、小人
の家や神様の家、月の住人の
家まで出てきます。それぞれの
家での楽しい暮らしぶりを、美し
いデザインで描きます。あなたは
どの家に住んでみたいですか？

『だれかぼくをぎゅっとして！』

シモーナ・チラオロ／作・絵

おびかゆうこ／訳
徳間書店 ちいさなサボテンのこどものサ

ボタは、いろんなサボテンたち
といっしょにくらしていました。
サボテンたちは、りっぱなサボ
テンになれるようにいろいろお
しえてくれましたが、だれもサボ
タをだきしめてはくれません。
だれかにだきしめてもらいた
かったサボタは、あたらしいな
かまをさがすたびに。さてサボ
タはそのだれかにであえるで
しょうか？

『あかいかばんのひみつ』
エマ・アレン／文
フレヤ・ブラックウッド／絵
木坂涼／訳 学校にもっていくかばんのこ

とで、モニカはすごくおこって

います。ロケットのついた新し

いリュックがほしかったのに、

おかあさんがだしてきたのは

使いふるした赤いかばん。「こ

のかばんにはひみつのちから

があるの」とおかあさんはいっ

ていたけれど…。さて、赤いか

ばんをもったモニカに学校で

なにがおこるのでしょうか？

『おしっこおしっこ』
Ｅ・ジャドゥール／作
Ｖ・オスダ／訳
クレヨンハウス

ペンギンのレオンは、夜中に

おしっこがしたくなると、ママや

パパを起こしてトイレに連れて

いってもらいます。だからママも

パパも、朝はとっても眠たそう。

ある日レオンは、ママから大き

くなったら一人でトイレに行くの

よ、と言われました。その夜、ま

たおしっこがしたくなったレオン

は、一人でトイレに行けるでしょ

うか？

『300年まえから伝わる とびきりおいしいデザート』
エミリー・ジェンキンス／文
ソフィー・ブラッコール／絵
あすなろ書房

ブラックベリーと生クリームと

砂糖で作るブラックベリー・フール。

16世紀から現代まで世界中で作

られているデザートです。1710年・

1810年・1910年・2010年の４つの

時代にクローズアップし、ブラック

ベリー・フールがどのようにつくら

れていたかを覗いていきます。泡

立て器がなかった時はどうしてい

たの？冷蔵庫がない時はどこで

冷やすの？最後にはブラックベ

リー・フールのレシピも付いていま

す。

『がらくた学級の奇跡』
パトリシア・ポラッコ／作
入江真佐子／訳
小峰書店

トリシャは識字障害をもつ女の

子。そんな自分のことを知る人が

いない新しい学校での新学期を

楽しみにしていました。しかし、入

ることになったのは『がらくた学

級』と呼ばれる変わった子たちが

集まったクラス。トリシャはがっか

りしますが、ピーターソン先生に

はげまされ、クラスメイトと一緒に

少しずつ自分達の可能性を信じ

て目標へと走り出します。がらくた

から生まれた奇跡のおはなしです。



『みどりのトカゲとあかいながしかく』
スティーブ・アントニー／作・絵
吉上恭太／訳
徳間書店

みどりのトカゲとあかいなが
しかくは、おたがいをたおして
やろうとたたかっていました。
「ねえ、なんのためにたた
かっているの？」とみどりのト
カゲの一匹は尋ねます。でも、
その声はどこにも届きません。
そして長いたたかいのすえに
「たたかいは もう、うんざり
だ」とあかいながしかくのひと
つが言いました。

たどり着いた結末は？

『パパとママのつかいかた』
ピーター・ベントリー/ぶん
サラ・オギルヴィー/え
福本 友美子/やく
ＢＬ出版

パパとママって、はみがきし
なさい！とか、さっさとかたづ
けて！とか、いつもうるさいよ
ね。だけどね、そんなふたりも、
うまくつかえば、なかなかべん
りなんだよ。こわれたおもちゃ
をなおしてくれるし、けがをし
たらテープをはってくれる。お
えかきちょうになるし、きのぼ
りのきにもなる。ほらね、べん
りでしょ？子どもはもちろん、
パパとママにも楽しい絵本で
す。

『ぼくはちっともねむくない』
クリス・ホートン／作
木坂・涼／訳
ＢＬ出版

お日さまが西の空に沈む
と、森のみんなのまぶたも
重たくなってきます。「ぼく
はちっともねむくない」とが
んばっていたクマの子も、
だんだん眠たくなってき
て・・。森の中の小さな動物
から大きな動物までがゆっ
たりと眠りにつく様子を描い
た絵本です。最後のページ
は森を包むような一面の星
空が広がります。みずみず
しい紫を基調にした鮮やか
な色彩が印象的な１冊です。

『まめまめくん』
デヴィッド・カリ／作
セバスチャン・ムーラン／絵
ふしみみさを／訳
あすなろ書房

まめまめくんは、マッチ箱がベッ
トになってしまうくらいちいさなお
とこのこ。元気いっぱいに育った
まめまめくんでしたが、学校へ行
くようになり、周りに比べて自分
がとても小さいことに気づきます。
そんなまめまめくんも大人になっ
て仕事にも行くようになりました。
一体何の仕事ができるのかっ
て？ぜひ当ててみて下さい。まめ
まめくんにぴったりの仕事を見つ
けたんですよ。

『きれいずき』
エミリー・グラヴェット／作
福本友美子／訳
フレーベル館

あなぐまのピートは、おそう
じやかたつ`けがだいとくい。
森でいちばんのきれいずきで
す。お花畑で毎日のびすぎた
葉や花をととのえ、きつねの
しっぽをとかし、鳥たちも洗っ
てあげます。ちらかった小枝
を見つけたら、すかさずおそ
うじ。秋になり落ち葉がまいち
る季節になりました。さて、き
れいずきなピートのとった行
動とは？

『ソフィアのとってもすてきなぼうし』
ミシェル・エドワーズ/文
G・ブライアン・カラス/絵

石津ちひろ/訳
BL出版

ソフィアのもこもこのねこぼうしと
おそろいのてぶくろは、おとなりの
ゴールドマンおばちゃまが編んでく
れたもの。でも、おばちゃまは他の
人のぼうしを編むのに忙しくて、自
分のぼうしを持っていません。そこ
で、ソフィアはおばちゃまのために
内緒でぼうしを作りはじめます。せ
かいでいちばんすてきなぼうしは、
無事に完成するでしょうか？



読みもの(日本)

『ショクパンのワルツ』
ながすみつき／著
フレーベル館 いじめられっ子のユウキは、

小学校からの帰り道に一匹の
子犬と出会います。神社で食
パンを食べていたその子犬に
「ショクパン」と名前をつけて、
ご飯を持って行ったり、リコー
ダーでショパンの曲を吹いて
やったりと心を通わせていきま
す。しかし、クラスメイトたちは
それを許してはくれませんでし
た。ショクパンと出会ったユウ
キの、闘いと成長の物語です。

『ポンちゃんはお金もち』

たかどのほうこ／作・絵
こぐま社 今日は移動遊園地がくる日。

コータは楽しみにしていたのに、

テストの点が悪かったので部屋

で問題集をしなければいけませ

ん。そんなとき、ポンちゃんとい

う知らない男の子が、コータを

こっそり連れ出します。二人はポ

ンちゃんのおこづかいで、移動

遊園地を思う存分楽しみますが、

さて、ポンちゃんの正体と

は・・？ カラー挿絵も楽しめる1

冊です。

『ケンガイにっ！』
髙森美由紀／作
加藤 休ミ／絵
フレーベル館

俊は、オンラインゲーム漬け

の日々を送る小学五年生。み

かねた親に、夏休みのあいだ

おばあちゃんちに行くように言

われてしまいます。ついた先は、

スマホも言葉も通じないまさに

“ケンガイ”の土地で…。おばあ

ちゃんの手料理を食べながら、

友達と遊ぶ日々は、俊を少しず

つ変えていきます。「こらがらだ

な」、おばあちゃんの言葉が優

しく響くおはなしです。

『雨の日のせんたくやさん 森の小さなおはなし』
にしな さちこ／作・絵

のら書店 雨の日だけ、お店をひらくかた

つむり。せんたくものをほすかわ

りに、お洋服にあったかおりのつ

いた雨水にぬらしてきれいにして

あげるのが仕事です。
お客さんの気持ちによりそい、
ぴったりのかおりをさがすかたつ
むりの日常を描いた表題作を含
む、森のかたすみでくらす小さな
いきものたちの６つのおはなしで
す。

『アンティーク・シオンの小さなきせき』
茂市 久美子／作

黒井 健／絵
学研プラス

町から離れた森の中に、アンティー

ク・シオンという骨董店があります。

店のあるじは、年を取っているのか、

若いのかわからない、魔女のような

女性です。店に並んでいる骨董品

は、あるじが遠い外国を旅して「連

れてきた」もの。「集めてきた」なん

て言葉は使いません。あるじは、骨

董品にはお客さんを呼び寄せる力

があると言います。すこし不思議で

あたたかい、小さなきせきのお話で

す。

『金色の流れの中で』
中村真里子／作
今日 マチ子／画
新日本出版社 1964年、小学６年生の木綿子の

前に現れた和也は、2030年の未

来から来た青年でした。木綿子は

父親が戦争中に人を傷つけた事

実を知ってひとり悩みますが、和

也に話すと「君に責任はないよ、

まだ」と言われます。和也や家族

との会話を繰り返しながら「あたし

は、殺さない」と決意するまでの

木綿子の気持ちを描くタイムファ

ンタジーです。



『駅鈴(はゆまのすず)』
久保田香里／作
坂本ヒメミ／画
くもん出版 奈良時代、律令国家と呼ばれた

日本では、馬を使って中央の命令を

地方に伝えるために「駅屋(うまや)」

が置かれていました。駅屋の娘、小

里は祖父や父のような駅子(うまや

のこ)にあこがれる女の子。女がな

れるわけがないといわれながらもあ

きらめず、戦や駅屋の危機、地震な

どに翻弄されながらも駆け抜けた少

女の物語です。

『落語少年サダキチ』
田中啓文/作
朝倉世界一/画
福音館書店 主人公の少年、忠志(ただし)は、

お笑いの大好きな五年生。ある

日、町で若者にからまれている落

語家・笑酔亭粋梅を助けたことか

ら落語『平林(たいらばやし)』を聴

かされることになり、すっかりその

魅力にとりつかれてしまいます。

そしてついには自分自身も落語

を演ることに！落語と忠志の時空

を超えた活躍が楽しい物語です。

『王様に恋した魔女』
柏葉幸子／作
佐竹美保／絵
講談社 むかし、国で戦いが起こったとき、

杖をふるって魔法をつかい、国を
守った魔女がいた。その魔女は
杖殿と呼ばれ、どの国も杖殿とし
て魔女を欲しがるようになった。
魔女には、魔女として魔法をつか
うものや、魔法をつかわず人間
の女として暮らしているものがい
た。町から出ていくもの、国を守
るもの、王様と恋をするものも。
それぞれの魔女の生き方を描い
た物語です。

『あかりさん、どこへ行くの?』
近藤 尚子／作
江頭 路子／絵
フレーベル館 ある日、冷蔵庫を開けたら中

に靴が入っていた。ぼくのおば
あちゃん「あかりさん」が入れ
たみたいなんだ・・。突然認知
症になった祖母を前に、家族
はとまどいながらも寄り添う方
法を少しずつ見出していきま
す。著者の実体験をもとにした
家族の物語。

『スパゲッティ大さくせん』
佐藤まどか／作
林ユミ／絵
講談社

あきらは、料理が好きな小学生
の男の子。キッズシェフコンテ
ストで入賞するために、課題の
「かんそうパスタを使ったりょう
り」を練習しますが、うまくいき
ません。
困っているとパスタの精があら
われて…。果たして「スパゲッ
ティ大さくせん」はうまくいった
のでしょうか？巻末には、スパ
ゲッティの作り方ものっている
ので、ぜひ挑戦してみてね。

『銀杏堂』
橘 春香/作・絵
偕成社

小学１年生のリンちゃんがずっ
と気になっていた場所。それは
骨董品を扱うお店「銀杏堂（ぎ
んなんどう）」。そこに並ぶのは
店主の高田さんが世界中を旅
して手に入れた幻の品ばかり。
巨大なにしき鯉のうろこ、稲妻
のかけら、ユニコーンののどに
つかえていたエメラルドなど。
美しい骨董と、それにまつわる
人生の思い出と冒険の物語を
高田さんがリンちゃんに語りま
す。



読みもの（海外）

『さかさ町』
Ｆ・エマーソン・アンドリュース／作
ルイス・スロボドキン／絵

小宮由／訳 岩波書店

リッキーとアンは何時間も汽車に乗っ
て、遠くに住むおじいちゃんの家に向
かっていました。ところが途中の橋がこ
われてしまって、汽車は近くの「さかさ
町」まで戻ってきたけれど、この町はな
んだか他の町と雰囲気が違います。看
板もさかさま、お家もさかさま、働いてい
る人も大人ではなく子どもと、なんでもさ
かさまです。二人は無事おじいちゃんに
会うことができるのでしょうか。

『賢女ひきいる魔法の旅は』
ダイアナ・ウィン・ジョーンズ＆

アーシュラ・ジョーンズ／作
田中薫子／訳 佐竹美保／絵 徳間書店

ある日、 エイリーンは、賢女になる

ための儀式で失敗してしまい、ひどく

落ち込んでいました。そんな時、大王

の命令でベック叔母さんと一緒に、さ

らわれた皇子を救出する旅に出るこ

とになります。 旅を進めるうちに

次々と仲間が増えていきますが、叔

母さんが呪いをかけられてしまい、エ

イリーンが一行をひきいるはめに。

無事に、皇子を見つけ出すことがで

きるでしょうか。

『霧のなかの白い犬』

アン ブース ／著
杉田 七重 ／訳

あかね書房

祖母が飼い始めた子犬にジェ
シーは大喜び。ところが祖母が認
知症になり、過去の記憶に怯える
ようになります。それはある「区
別」の記憶でした。祖母の代わり
に犬を預かったジェシーも、身の
回りの区別に気づき始めます。純
血犬と雑種、健常者と障害者、町
の外国人労働者。ジェシーが体
験した区別と祖母が体験した区
別が交差しながら、祖母の記憶
の謎が解かれていきます。戦争
の悲しみを描く物語。

『十三番目の子』
シヴォーン・ダウド／作
パム・スマイ／絵
池田真紀子／訳
小学館

村に古くから伝わる掟(おきて)に
よれば、一人の女が産んだ十三
番目の子は、十三回目の誕生日
に暗黒の神ドンドに生け贄(にえ)
として捧げられる。その子の命と
引替えに村は十三年の繁栄が約
束されるという。ダーラは、まさに
その十三番目の子でした。誕生
日を前日に控えた夜、衝撃の真
実を知ったダーラと、その家族の
物語です。

『ペーパーボーイ』
ヴィンス・ヴォーター／作
原田 勝／訳
岩波書店 野球の得意な少年ヴィクターは、

ある日、友だちの代わりに新聞
配達をすることになりました。すぐ
に言葉が出てこないせいで会話
が苦手なヴィクターが、新聞配達
を通して近所の個性的な人たち
と出会い、関係を深めていきます。
吃音を克服した著者が自身の経
験を元に執筆した作品です。
2014年度ニューベリー賞佳作作
品。

『ミスターオレンジ』
トゥルース・マティ／作
野坂悦子／訳
平澤朋子／絵
朔北社

１９４３年、第２次世界大戦中の
ニューヨーク。主人公ライナスの家
は八百屋を営んでいる。配達の手
伝いをするうちにオレンジを注文
する画家と親しくなり、ライナスは
彼を「ミスターオレンジ」と呼ぶよう
に。三原色で未来を描こうとする
画家のアトリエに魅了され、新しい
「未来」や想像力の本当の価値を
考え始めた少年の物語です。



『バクのバンバン、町にきた
ふたりはなかよしマンゴーとバンバン』
ポリー・フェイバー／作
クララ・ヴリアミー／絵
松波佐和子／訳
徳間書店

マンゴーは、なんでもできるかしこい女
の子。ある日、マンゴーは横断歩道に
うずくまっているバクの子を見つけまし
た。バンバンというバクの子は、ジャン
グルから出て町にやってきたけれど、
トラがこわくて動けないと言います。そ
こで、マンゴーはバンバンを家に招待
することにしました。元気な女の子マン
ゴーと、ちょっぴり怖がりなバンバンの
たのしいお話です。



テーマ本

『ミュージアムに スフィンクスがやってきた』

ジュシー・ハートランド ／さく
志多田静／やく
六耀社

ニューヨークのメトロポリタン・

ミュージアムには、何千年も昔

のエジプトで作られたスフィン

クスがあります。この像は、作

られて20年ほどで壊されてしま

い、何千年もの間ほうりすてら

れていたものでした。いったい

どうやってミュージアムにきた

のか、どんな人たちが関わって

今ここにそのスフィンクスがあ

るのか、わかりやすく教えてく

れる絵本です。

『アリのたんけん』
栗林慧／写真
小学館

わたしは、クロオオアリ。家族
のために、おいしいごはんを
探しにいくよ。アリのわたしか
ら見ると、バッタもトンボもダン
ゴムシも、とっても大きいの。
カマキリに出会ったり、カブト
ムシのけんかを見たりしなが
ら、ごちそうを探してたんけん
するよ。アリの目線で撮影さ
れた、大迫力の昆虫の写真
絵本です。

『レシピにたくした料理人の夢
-難病で火を使えない少年-』
百瀬しのぶ/文
汐文社

だんだん体が動かなくなってし
まう難病「脊髄小脳変性症」。
母がそうであったように、自分
もその病気にかかっていると
知った少年は、絶望のどん底
におとされます。そんな中、好
きだった料理や支えてくれる人
たちの中で少しずつ前向きに
なっていった少年は、できない
ことが増えていく中で、形を変
えながらも夢を追いかけていく
ようになります。たくさんの可能
性をみせてくれる物語です。

『世界中からいただきます！』

中山茂大／文

阪口克／写真

偕成社
世界中を旅する二人の日本人
が、各地の食事をリポートしま
す。モンゴルの羊肉のむし焼き、
ネパールのカレー定食ダル
バート、ハンガリーの川魚スー
プ、タイのドリアンごはん、モ
ロッコのタジン鍋……。それぞ
れの地域の台所や、食卓を囲
む家族の様子まで豊富な写真
で紹介していきます。食事を通
じて世界の文化やくらしが見え
てくる1冊です。

『けん玉道の師』
おち まさ子/著
PHP研究所 みなさんは、けん玉がどうして

ここまで広がったのか知ってい
ますか？けん玉は、学校でも取
り入れられ、全国大会や世界大
会も行われていますが、ここま
で広がったのはここ数十年のこ
とで、そこにはけん玉を普及し
てきた藤原一生という立役者が
いたからでした。どうやってけん
玉は、世界まで広がってくこと
になったのか？一緒にそのお
はなしをのぞいてみませんか？


